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さ
れ
た
Ｘ
線
に
始
ま
る
が
、
各
種
放
射
線

の
利
用
は
既
に
、
医
療
、
農
業
、
工
業
、

研
究
な
ど
広
い
分
野
で
社
会
に
貢
献
し
、

更
に
大
き
な
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
。
核

分
裂
反
応
に
伴
う
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
は
、

軽
水
炉
に
よ
る
電
力
源
と
し
て
実
用
化
さ

れ
て
き
た
が
、
社
会
か
ら
支
援
さ
れ
る
状

況
に
あ
る
と
は
い
え
な
い
。
　

戦
争
利
用
か
ら
平
和
利
用
に
転
じ
た
と

い
う
こ
と
も
あ
り
、
わ
が
国
の
学
校
教
育

に
お
い
て
、
原
子
力
利
用
に
関
す
る
調
和

の
取
れ
た
全
体
象
は
教
育
対
象
に
な
ら
ず
、

報
道
も
原
子
力
発
電
所
の
ト
ラ
ブ
ル
や
高

レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
処
分
、
核
拡
散
な

ど
を
問
題
視
し
た
内
容
に
よ
っ
て
、
国
民

は
原
子
力
利
用
に
つ
い
て
漠
と
し
た
不
安

感
を
抱
い
て
き
た
。
電
力
が
安
定
に
供
給

さ
れ
る
限
り
に
お
い
て
、
推
進
を
是
と
し

つ
つ
も
常
に
不
安
感
と
共
存
し
、
長
期
の

目
標
に
向
け
た
開
発
に
理
解
や
支
援
を
得

る
こ
と
は
難
し
い
。

国
民
の
不
安
感
に
対
処
す
る
た
め
、
国

は
ト
ラ
ブ
ル
防
止
の
た
め
に
規
制
を
強
化

し
、
地
方
自
治
体
は
、
独
自
に
安
全
を
監

視
し
て
い
る
こ
と
を
地
域
住
民
に
示
そ
う

と
す
る
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
と
し
て
原
子

力
利
用
を
位
置
づ
け
て
も
、
多
く
の
政
治

家
は
、
国
民
の
原
子
力
不
安
が
票
に
繋
が

ら
な
い
と
読
み
、
原
子
力
開
発
に
関
し
て

積
極
的
な
見
識
を
述
べ
な
い
と
い
う
循
環

が
め
ぐ
り
閉
塞
感
を
形
成
し
て
き
た
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
勉
強
会

二
〇
一
〇
年
八
月
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
「
ニ
ュ
ー

ク
リ
ア
・
サ
ロ
ン
」
が
発
足
し
、
そ
の
活

動
の
一
つ
に
、
前
述
の
状
況
打
開
に
向
け

た
勉
強
会
を
設
け
た
。
二
〇
年
も
前
に
、

当
Ｎ
Ｐ
Ｏ
代
表
理
事
の
藤
家
洋
一
先
生
が
、

リ
サ
イ
ク
ル
文
明
と
原
子
力
、
総
合
科
学

技
術
と
し
て
の
原
子
力
と
い
う
幅
広
い
原

子
力
の
姿
を
説
い
て
き
た
が
、
社
会
で
は
、

眼
前
の
ト
ラ
ブ
ル
関
連
に
関
心
が
奪
わ
れ
、

長
期
に
目
標
を
定
め
た
開
発
の
方
向
性
へ

の
理
解
や
支
援
の
広
が
り
は
得
ら
れ
て
い

な
い
。
　

本
来
、
核
反
応
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
電
力

以
外
に
も
熱
、
水
素
な
ど
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

源
を
生
み
出
し
、
天
然
ウ
ラ
ン
か
ら
新
た

な
核
分
裂
性
物
質
（
資
源
）
を
創
生
し
、

発
生
し
た
放
射
性
核
分
裂
生
成
物
が
環
境

に
負
荷
を
与
え
な
い
よ
う
、
核
変
換
で
放

射
能
を
消
滅
し
、
核
兵
器
に
転
用
さ
れ
な

い
よ
う
な
燃
料
組
成
に
す
る
と
い
う
一
連

の
目
標
を
、
資
源
と
環
境
の
両
面
か
ら
整

合
的
に
達
成
す
る
こ
と
を
科
学
的
に
説
明

し
、
原
子
力
シ
ス
テ
ム
の
究
極
の
目
標
に

向
か
っ
て
、
総
合
的
に
科
学
技
術
動
員
し

て
開
発
を
進
め
る
と
い
う
展
望
が
示
さ
れ

て
い
る
。

持
続
可
能
な
文
明
を
支
え
る
エ
ネ
ル

ギ
ー
源
は
、
時
代
の
進
捗
に
応
じ
て
利
用

可
能
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
の
特
徴
を
活
か
し
、

持
続
可
能
な
文
明
に
向
け
て

一
九
七
〇
年
代
か
ら
、
地
球
資
源
と
地

球
環
境
が
有
限
と
い
う
認
識
が
広
ま
り
、

未
来
を
予
測
し
、
後
悔
し
な
い
対
策
を
立

て
、
持
続
可
能
な
文
明
を
求
め
る
と
い
う

こ
と
が
世
界
共
通
の
課
題
に
な
っ
て
き

た
。
一
つ
の
地
球
と
い
う
共
通
の
環
境
を

意
識
し
、
地
域
や
国
の
異
な
る
状
況
を
乗

り
越
え
具
体
的
取
り
組
み
に
挑
戦
し
て
い

る
。例

え
ば
、
今
年
で
京
都
議
定
書
第
一
約

束
期
間
が
終
了
す
る
が
、
昨
年
行
な
わ
れ

た
Ｃ
Ｏ
Ｐ
17
（
気
候
変
動
枠
組
条
約
第
一

七
回
締
約
国
会
議
）、
Ｃ
Ｍ
Ｐ
７
（
京
都
議

定
書
第
七
回
締
約
国
会
合
）
に
お
け
る
将

来
の
枠
組
み
へ
の
道
筋
の
議
論
に
顕
れ
て

い
る
。
ま
ず
は
合
意
の
得
や
す
い
長
期
の

目
標
を
定
め
、
状
況
に
よ
り
段
階
的
に
進

め
て
い
く
以
外
に
な
い
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
持
続
可
能
な
文
明

へ
の
価
値
観
は
リ
サ
イ
ク
ル
を
根
底
に
置

き
、
利
用
か
ら
調
和
へ
と
い
う
パ
ラ
ダ
イ

ム
変
化
が
必
要
で
あ
り
、
こ
の
価
値
観
が

共
有
さ
れ
る
よ
う
対
話
を
進
め
、
困
難
だ

が
世
界
の
常
識
と
し
て
定
着
し
て
い
く
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
文
明
を
支
え
る

根
幹
に
あ
る
資
源
と
環
境
の
問
題
は
、
民

主
主
義
社
会
に
お
い
て
は
社
会
か
ら
の
支

援
が
不
可
欠
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

原
子
力
利
用
は
、
一
九
世
紀
末
に
発
見
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ベ
ス
ト
ミ
ッ
ク
ス
と
し
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
安

全
保
障
を
満
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

開
発
途
上
に
あ
る
原
子
力
利
用
に
つ
い

て
は
、
当
面
、
実
用
化
し
た
軽
水
炉
に
よ

る
寄
与
と
並
行
し
て
、
長
期
に
わ
た
る
開

発
を
継
続
し
な
が
ら
、
段
階
的
に
実
用
化

へ
移
行
し
て
行
く
と
い
う
過
程
が
必
要
で

あ
る
。

常
識
と
事
故

私
た
ち
は
、
日
常
生
活
に
関
わ
る
様
々

な
情
報
を
得
て
常
識
を
形
成
し
、
妥
当
と

思
う
判
断
を
し
な
が
ら
暮
ら
し
て
い
る
が
、

対
象
が
日
常
性
か
ら
離
れ
る
ほ
ど
、
関
心

も
遠
の
き
、
情
報
収
集
も
疎
か
に
な
る
。

理
解
の
た
め
の
努
力
が
必
要
と
な
り
、理
解

の
及
ば
な
い
部
分
は
専
門
家
へ
の
信
頼
に

よ
っ
て
補
っ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
く
。

例
え
ば
、
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
、「
は
や
ぶ
さ
」

が
採
取
し
た
「
イ
ト
カ
ワ
」
の
塵
、
Ｉ
Ｔ

技
術
、
ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
の
速
度
、
ヒ
ッ
グ

ス
粒
子
等
、
最
近
で
は
科
学
・
技
術
の
進

歩
が
早
く
、
多
岐
に
わ
た
る
の
で
社
会
の

常
識
に
し
て
い
く
た
め
に
は
科
学
者
と
社

会
と
の
対
話
の
場
が
も
っ
と
あ
っ
て
も
良

い
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
る
。

も
ち
ろ
ん
日
常
性
の
範
囲
、
理
解
の
程

度
、
信
頼
す
る
人
等
も
個
人
に
よ
っ
て
違

い
が
あ
り
、
学
校
教
育
で
基
本
的
な
共
通
理

解
を
得
た
後
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
分
野
、

情
報
入
手
量
に
よ
っ
て
違
い
が
で
て
く
る
。

原
子
力
政
策
は
、
日
常
的
な
常
識
と
い
う

よ
り
、
政
府
や
政
治
家
の
仕
事
と
見
做
し
、

自
ら
判
断
す
る
た
め
の
原
子
力
や
放
射
線

に
関
す
る
常
識
を
積
極
的
に
構
築
す
る
こ

と
も
な
く
、
推
進
と
不
安
が
同
居
す
る
よ

う
な
曖
昧
さ
の
ま
ま
に
し
て
き
た
。

二
〇
一
一
年
三
月
一
一
日
の
東
日
本
大

震
災
と
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
被
災
事

故
は
、
日
常
的
な
常
識
を
超
え
大
変
大
き

な
衝
撃
を
与
え
、
深
い
関
心
を
持
た
ざ
る

を
得
な
く
な
っ

た
。
津
波
の
被

災
地
で
は
一
万

九
〇
〇
〇
人
を

超
え
る
犠
牲

者
、
三
〇
万
人

を
超
え
る
避
難

者
、
社
会
イ
ン

フ
ラ
、
農
業
、漁

業
、
産
業
へ
の

大
き
な
被
害
が

出
た
。

福
島
第
一
原

子
力
発
電
所
で

は
１
、
２
、
３

号
機
の
炉
心
が

溶
融
す
る
と
い

う
過
酷
事
故
に

進
展
し
、
原
子

炉
建
屋
が
水
素

爆
発
し
、
無
残
な
原
子
炉
建
屋
の
残
骸
を

テ
レ
ビ
画
像
や
報
道
写
真
で
目
の
当
た
り

に
し
た
。
更
に
大
量
の
放
射
性
物
質
の
放

出
、
原
子
力
安
全
委
員
長
経
験
者
達
の
陳

謝
、
菅 

前
首
相
の
「
脱
原
発
依
存
」
と
い

う
発
表
が
あ
り
、
国
民
の
原
子
力
に
対
す

る
信
頼
は
失
わ
れ
た
。

こ
れ
ら
に
関
す
る
溢
れ
る
情
報
は
、
量

も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
照
ら
し
合
わ
せ
る

常
識
も
足
り
ず
困
惑
と
嫌
／
反
原
子
力
感

情
に
傾
か
ざ
る
を
得
な
い
。
一
方
で
は
、

原
発
停
止
に
よ
る
電
力
不
足
、
化
石
燃
料

の
輸
入
増
が
国
民
経
済
を
圧
迫
し
て
い
る

現
状
と
将
来
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
に

不
安
を
抱
い
て
い
る
。

事
故
を
冷
静
に
捉
え
る
に
は

人
類
の
歴
史
は
、
様
々
な
災
害
を
克
服

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
知
恵
や
知

識
を
災
害
防
止
に
活
か
し
、
次
の
進
歩
に

繋
げ
て
新
し
い
時
代
を
築
い
て
き
た
こ
と

を
教
え
て
い
る
。
今
回
の
事
故
も
、
事
故

調
査
報
告
書
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
る
様
々

な
教
訓
を
反
映
さ
せ
て
過
酷
事
故
防
止
対

策
が
採
ら
れ
、
安
全
性
は
強
化
さ
れ
る
に

違
い
な
い
。「
脱
原
発
依
存
」
の
大
き
な
う

ね
り
の
中
で
原
子
力
開
発
の
本
質
を
見
失

わ
ず
、
冷
静
に
こ
の
事
故
を
ど
う
捉
え
、

今
後
の
原
子
力
開
発
を
ど
う
す
べ
き
な
の

か
に
つ
い
て
自
ら
判
断
す
る
た
め
の
常
識

を
構
築
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

放
射
線
か
ら
原
子
核
・
素
粒
子
物
理
学
ま
で

科
学
者
と
社
会
の
対
話
を
介
し
て
信
頼
構
築
を

スイッチを
ピッ！

経済発展経済発展

資　源
エネルギーエネルギー

環　境

経済発展

温暖化、温暖化、
酸性雨など酸性雨など

資源資源
エネルギーエネルギー
不足など不足など

環境難民、環境難民、
スラムなどスラムなど

温暖化、
酸性雨など

人類の危機資源
エネルギー
不足など

環境難民、
スラムなど

資　源
エネルギー

環　境

らくちん！
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